骨格筋ミオシンの尾部に関する研究：特に一次構造およびプロテアーゼによる切断部位 by 矢島 ヱイ子
























hacryl S ← 300を用いるゲノレ炉過法で精製した。一方，
ミオシン重鎖のC末端フラグメントは重鎖を直接臭化
シアン分解し， Sephadex G -100でのゲJレ炉過と逆相
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上記CーLMMの全配列と C末端63残基の配列から. I 塩濃度下で，キモトリプシン，パパインあるいはトリ
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と同様に 7残基毎の規則正しい周期性が認められた。 I ッドの接合部や S-2とLMMの接合部ばかりでな
635残基の配列からその三次構造を推定したところ. I く，重鎖のC末端部分でも切断が起こることが明らか
coild-coil構造モデルから予想されたように，この ! にされた。また，ミオシン尾部の分離精製の方法につ
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